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はじめに 

 

漁業は、国民に豊かな水産物を安定的に供給する役割を担ってきました。一

方、漁業活動は、こうした漁業本来の役割に加えて多面にわたる機能を果たし

ています。このことは平成９年度に制定された「水産基本法」に明記されまし

た。この多面的機能の一つに沿岸域の環境・生態系保全の機能があります。 

この機能を発揮するために全国でどのような活動が行われているかをアンケ

ート調査や現地調査によって明らかにしてきましたが、平成 18 年度は全国 30

ヶ所を事例調査地区に選び、藻場、干潟、サンゴ礁の保全活動に取り組んでい

る内容を調査しました。また、全国５地区をモデル地区として保全活動を試行

しました。 

この暫定指針は、これまでの事例調査やモデル的な試行を踏まえて、平成 19、

20 年度に予定されている環境・生態系保全活動支援調査・実証事業を実施する

にあたっての活動の手引きとする目的で作成したものです。 

第１章は保全活動の対象資源である藻場、干潟、サンゴ礁の現状と公益的機

能を紹介し、今なぜこれらの環境・生態系を保存する必要があるのかを示して

います。第２章では全国各地で取り組まれている保全活動の内容を紹介いたし

ました。第３～５章は、藻場、干潟、サンゴ礁における保全活動の具体的内容

を紹介しています。第６章では実際に活動するに当たっての手順を解説しまし

た。 

なお、この指針は平成 19 年度から実施する実証事業の結果を踏まえて、より

充実したものに改訂していく予定です。 

 

 

 

平成 19 年 3 月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




